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【資　料】

Ⅰ．はじめに
　近年，人や物，資本，情報，サービス，経済活動
など人間のさまざまな営みが国家の枠組みを超えて
拡大した。地球的規模でのシステムの大変化が起こ
り，グローバル化に対応した人材育成が国策として
図られている（ホランド /日本赤十字国際看護大学
国際看護研究会，2015）。こうした背景から，多文
化対応力をもつ看護師を育成することは喫緊の課題
（戸田他，2018）とされ，異文化看護学を教授する
大学が増えるなど看護の領域においても異文化への
関心が高まっている。このような状況の中で，日本
では急速な人口の高齢化が進んでおり，厚生労働省
の試算によれば2025年の看護職員の需要数は供給
数を6万人から27万人上回り，看護職員の不足が
懸念されている（厚生労働省，2019a）。こうした
日本の現状から，医療機関や福祉施設では海外から
直接看護師や介護福祉士になる留学生や研修生を受
け入れており，看護における異文化の対象は患者だ
けではなく，ともに働く外国人看護師にも広がって
いる。
　外務省の外交政策の一環として自由貿易や人材交

流等の幅広い経済関係の強化をめざす経済連携協
定（以下EPA）に基づき，2008年から2019年まで
国際貢献や国際交流の目的で，インドネシア，フィ
リピン，ベトナムの3カ国から472名の外国人看
護師・介護士候補生を受け入れ，第108回看護師国
家試験では，EPA外国人看護師候補生の合格率は
16.3％であった（厚生労働省，2019b）。また，一
般社団法人国際医療福祉人材育成機構などの民間団
体は，中国の医科大学と提携し現地資格をもつ看護
師を受け入れる事業を行っている。国内において，
民間企業を通じて来日している中国人看護師の詳細
な人数は報告されていないが，国際医療福祉人材育
成機構からは年間平均97名の現地の資格をもつ看
護師の来日を支援しているとの報告がある（国際医
療福祉人材育成機構，2020）。来日した中国人看護
師は，就労の条件として日本語能力試験1級（以下
N1）を取得している。N1は，国際交流基金と日本
国際教育支援協会が行う日本語能力の試験において，
幅広い場面で使われる日本語を理解することができ，
自然なスピードでの会話や，複雑で抽象度の高い文
章を理解することができるレベルとされる。外国人
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の日本語能力を評価する試験の中では最も高いレベ
ルであるが，来日した中国人看護師は日本と同じ漢
字文化圏の出身のため，看護師国家試験合格率は
88.4％であり（一般社団法人国際人材開発，2019），
早期に医療現場へ適応し，活躍することが期待され
ている。
　EPAに基づいて来日している看護師や介護士候
補者に関して，国家試験の合格状況（厚生労働省，
2019b）や来日後の現状（平野，2010），異文化適応 
（畠中他，2013）についてこれまでに多くの報告が
ある。平野（2010）は彼らの属性や来日の動機を
明らかにし，国家試験合格のための支援拡充の必要
性を説いた。畠中ら（2013）は，外国人看護師と
介護士の異文化適応において，彼らが文化の違いや
専門用語に困難を感じ，職場環境や人間関係に織り
込まれた文化的要素を理解する重要性を示している。
　来日した中国人看護師に関して，彼らが日本の看
護師国家資格を取得していることや，医療現場から
の問題報告がないことを理由に，厚生労働省看護課
が実態調査を考えていないことが報告されており
（神元，2013），現在民間企業を通じて来日してい
る中国人看護師の実態が明らかにされていない。彼
らを対象とした数少ない研究においては，コミュニ
ケーションや異文化の問題が報告されている（阿
部，2010；佐藤ら，2005）。臨床においては，看護
の対象者により良い看護ケアを提供するため，さま
ざまな文化背景をもつ対象者の理解や対象者とのコ
ミュニケーション，医療従事者同士のコミュニケー
ションは極めて重要なことである（高山他，2009）。
EPA研修生の困難点は同じく外国出身の中国人看
護師も同様に抱えているのではと推測する。即戦力
として求められている来日した中国人看護師が抱え
ている諸困難を解決することは，看護の質の向上に
つながることで患者の利益となると考えられる。そ
のため，まず彼らの看護実践の現状と困難点，また
受け入れ医療機関が彼らに行っている支援の実態を
について明らかにする必要がある。

Ⅱ．研究目的
　本研究においては中国で看護学教育を受けて来日

し，日本の看護師免許とN1を取得し医療機関に就
労する中国人看護師の背景と看護実践の現状と困難
点，受け入れ医療機関が中国人看護師に行っている
支援の実態について明らかにし，必要な支援体制に
関する示唆を得ることを目的とする。

Ⅲ．方法
１．用語の定義

　来日した中国人看護師：中国国籍を有し，中国で
看護系大学を卒業し，日本語能力試験N1に合格し，
日中の看護師国家免許を取得し日本国内の医療機関
で看護師として働くものとする。
２．対象文献の選定

　4つの検索データベースを用い，2010年以降に刊
行された文献から検索を行った。まず医中誌におい
て「中国人看護師」で検索すると10件の文献があ
り，解説や会議録などを除くと，日本で就労する中
国人看護師を対象としたものは1件が残った。次に，
CiNiiで「中国人看護師」をキーワードに検索を行
うと，医中誌で重複したものや解説，本件に関わり
のないものを除いて5件の該当が得られた。
　さらにGoogle scholarにおいて ｢中国人看護師｣
「看護実践」をキーワードとして検索を行うと，21
件の文献が抽出された。その中で，医中誌または
CiNiiと重複したもの，来日している中国人看護師
を対象としないもの，中国在住の看護師に関する
もの，中国人以外の看護師や他の職種を扱ったも
のを除外すると検討対象となるものは1件であった。
PubMedで「Chinese nurse」「Japan」をキーワー
ドとして検索を行うと，284件が抽出されたが，日
本で就労する中国人を対象とした研究はなく，対象
文献は7件となった。
３．分析方法

　文献から，看護実践に関する記述，来日している
中国人看護師が困難を感じている記述，受け入れ機
関で行われている支援に関する記述を抽出した。抽
出した記述をコード化して分類し，カテゴリー化し
た。看護実践の内容の分類は，『基礎看護技術1』（深
井編，2017）と，『看護業務区分』（日本看護協会，
2009）を参考に行った。
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Ⅳ．結果
１．対象文献

　対象の文献は表1に示した。質的研究が3件，量
的研究が4件であり，それぞれのデータ収集方法は
面接調査または質問紙調査とその両方によるもので
あった。

２．来日した中国人看護師の背景

　来日の条件となる日本語能力は，斡旋機関により
異なることが報告されている。直接中国の医科大
学と日本の医療機関の間で調整された受け入れ例
（No.5）で中国人看護師は，日本語能力試験は5級
程度で入国可能とされ，来日後に就労予定機関でア

表1　対象文献一覧表
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ルバイトをしながら日本語学校でN1を目指した学
習を行い，N1合格後に日本の看護師国家試験合格
を目標とした。民間のNPO法人を介した1例（No.5）
では，来日のための条件がN1とされた。訪日後は
日本語学校で敬語などの高度な会話対策を行い，看
護師国家試験に向けた自己学習を行っていた。来日
後にN1を取得する条件で来日した中国人の看護師
では，「1年でN1に合格しなかったら今後の人生は
どうしよう」（No.7）と話したことからN1の合格
に中国人看護師が強いプレッシャーを感じていたこ
とを明らかにした。中国人看護師は来日前に12カ
月から30カ月に渡って日本語の学習を重ねており，
44％の中国人看護師が来日前にN1を取得していた
（No.2）。
　来日した中国人看護師の日本看護師国家試験の
合格率は「日本人とあまり差がないくらいに高い」
（No.6）と報告されている。その理由には，「難解
な漢字などにも馴染みがある」（No.5）「選択問題
だから」といった同じ漢字文化圏である利点と選択
問題であるため，全く回答できないことがないとの
ことがあげられる（No.7）。
３．看護実践の内容

　文献から抽出した，来日した中国人看護師が行っ
ている看護実践について以下のようにまとめた。大
カテゴリには【 】，中カテゴリには［ ］，小カテゴ
リには〈 〉を用いて表記した。
　来日した中国人看護師が行われている看護実践に
は，【療養上の世話業務の実践】【診療の補助業務の
実践】【その他】が分類された。
1）【療養上の世話業務の実践】
　来日した中国人看護師行っている【療養上の世話
業務の実践】には，［排泄の援助］〈浣腸〉〈摘便〉〈導
尿〉（No.3），［清潔，衣生活の援助］〈口腔ケア〉〈入
浴介助〉〈陰部洗浄〉（No.2，No.3），［呼吸，循環
を整える］〈酸素吸入〉〈一時的吸引〉〈気管内挿管
の介助〉（No.2，No.3），［食事と栄養管理］〈中心
静脈栄養〉〈経菅栄養〉〈食事介助〉（No.2，No.3），
［患者指導］（No.3），［終末期における援助］〈死後
のケア〉があった。

2）【診療の補助業務の実践】
　来日した中国人看護師の実践する【診療の補助業
務の実践】には，［与薬，輸血］〈皮下注射〉〈静脈注射〉
〈筋肉注射〉（No.2，No.3），［検体，静脈血採取］〈静
脈血採血〉（No.2），［感染予防］〈手術器械の滅菌〉〈無
菌操作〉（No.2），［問診などの情報収集及び情報共
有］〈バイタルサイン測定〉〈医師への報告〉（No.2）
があった。
3）【その他】
　【その他】には ,［看護記録の作成と管理］（No.3）
があった。［新人看護師，実習生の指導］は，行っ
た者はいなかった（No.2）。
４．看護実践における困難点

　来日した中国人看護師は看護実践における困難点
として，【専門用語の難しさ】【文化理解の難しさ】
が挙げられた。
1）【専門用語の難しさ】
　【専門用語の難しさ】では，来日した中国人看護
師は，〈看護記録における簡潔な表現〉（No.1）〈専
門用語が覚えられない〉（No.1，3）〈薬の名前が覚
えられない〉（No.3，5）〈実務上の口語表現〉（No.5）
〈カタカナの読み書き〉（No.1，5）といった［専門
用語を用いたコミュニケーション］に困難を感じた。
また，〈医師や看護師の指示が早口で聞き取れない〉
（No.1，4）〈ナースコール対応への不安〉（No.1）〈医
師や看護師の指示がすぐに理解できない〉（No.1，
2），といった［患者や家族 , 医師や看護師を含めた
他の医療スタッフとのコミュニケーション］の困難
もあった。
2）【文化理解の難しさ】
　【文化理解の難しさ】では〈語彙不足〉（No.1，4，
5）〈擬音語，擬態語〉（No.5）〈人名を読み間違え
る〉（No.5）〈方言〉（No.1，4，7）といった［言葉
そのものに関連したコミュニケーションの困難］は
多かった。加えて，中国人看護師が日本語における
〈曖昧な表現の理解〉（No.5）〈表現方法の違い〉〈文
法外のコミュニケーションの知識の把握が難しい〉
〈発言が場に適切かなどの戸惑い〉（No.6）〈同僚が
本音を言わないことにストレスを感じる〉〈意見を
言って生意気だと思われた〉（No.3）などの［文化
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の違いに関連したコミュニケーションの困難］も感
じていた。来日直後から，日本の看護師免許を取得
し就労してからも〈日中の文化や生活習慣の違い〉
（No.2）に困難を感じ，日本の文化に関する教育を
受けたことがある場合は，在日期間が長くなれば日
本での職場適応は促進されるが，そうでない場合は
日本での人間関係の適応に消極的評価が見られるこ
とが明らかになった。
５．【受け入れ医療機関からの支援】

　各受け入れ医療機関では，来日中国人看護師には
［配属］［現任教育］といった支援を行っている。
1）［配属］
　受け入れ医療機関での配属先で最も多かったのが
〈慢性期病棟〉次いで〈精神病棟〉〈老人病棟〉〈認
知症病棟〉（No.1）となっており，重症患者の少な
い部署が多い。
2）［現任教育］
　新人中国人看護師の［現任教育］は，〈集合教育〉〈プ
リセプターシップ〉により行われていたものがほと
んどであった（No.3）。教育プログラムに関する詳
細は報告されていなかった。プリセプター教育の期
間は「３カ月から６カ月」が最も多く，「教育体制
がない」ところもあった（No.3）。

Ⅴ．考察
１．来日した中国人看護師の看護実践における現状

と困難点

1）看護実践の現状について
　今回の文献検討を通して，来日した中国人看護師
が【専門用語の難しさ】【文化理解の難しさ】に困
難を感じながらも，日本人看護師と同様の看護実践
を行っていることが明らかになった。その理由は主
に2つがあると考えられる。1つ目は彼らが看護実
践をこなせる日本語の語学力を備えていることであ
る。EPAに基づき来日する外国人看護師が日本語
能力試験5級程度で入国できるのに対し，ほとんど
の来日した中国人看護師はN1に合格するといった
厳しい語学力の条件をクリアしている。看護師とし
てどのように有能であっても，相手とコミュニケー
ションがとれなければその能力を使うことはできな

い（戸塚，2009）ため，看護実践を行うための最
低限の日本語能力が求められる。来日した中国人看
護師は看護実践においてさまざまなコミュニケー
ションの困難を抱えているが，看護実践を行う際に
必要な日本語能力を持っていることもいえる。2つ
目は中国の看護系大学では2年生までは医学部学生
とともに基礎医学を学んでいた。また中国の看護基
礎教育では，臨床実習における学生の技術習得が重
要視されており（Wang，2016），臨床実習での血
管確保も許可され，夜勤実習も一般的である（安部
他，2010）。加えて看護師国家試験が筆記試験と実
技試験によって構成されていることから，確かな知
識と高い診療補助技術の実践能力を有している（劉
他，2011）。以上の2つの理由で，来日した中国人
看護師は，日本の看護師免許を取得してから日本人
看護師と変わらない看護実践を行っていると考える。
　しかし，日中の看護師役割の相違を踏まえて考え
る必要がある。近年の日本における看護基礎教育で
は，生活が営まれるあらゆる場で，健康課題を抱え
る人々のニーズに対応し，支援できる実践能力（塚
本，2018）やチーム医療の中で連携・協働する力（田
中他，2018）が強調されている。つまり，日本の
看護師には他職種との連携を図りながら患者を生活
者として捉え，治療をその人の生活の中に織り込む
よう支援する役割がある。一方，中国は文化や国の
事情によって，看護師は診療補助を中心とした役割
が大きく，一般に家族が高齢の両親の扶養や介護を
行う（張，2016）ことから看護師は入院患者の療
養上の世話業務を行うことは少ない。また，中国に
はケアマネージャーや保健師といった専門職がない
（安部他，2010）などチーム医療の体制は日本と異
なる点があるため，日本のチーム医療における看護
師の役割について認識が異なる可能性があると考え
られる。今回の文献検討では，来日した中国人看護
師も〈口腔ケア〉〈入浴介助〉〈陰部洗浄〉〈食事介助〉
とった療養上の世話業務や医師・看護師をはじめと
したチームメンバー間の連携も行っているが，患者
のニーズに含まれる文化的背景，日常生活援助にお
ける看護の専門的視点などについて彼らがどのよう
に認識しているかは明らかにされなかった。
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2）看護実践における困難点について
　看護実践における困難点には【専門用語の難しさ】
【文化理解の難しさ】があった。看護実践を行う際に，
専門用語を用いた意思疎通に加え，対人関係におけ
る文化的要素も求められるためであった。［専門用
語を用いたコミュニケーション］においては，看護
師国家試験のために学習されるものの他に，実際に
臨床で使われる用語や略語がある。その中には施設
独自のものや，所属部署により頻回に用いられるも
のもあるため，それらの専門用語を身につけるまで
に困難として認識されたと考えられる。
　【文化理解の難しさ】においては，日本人のコミュ
ニケーション文化はコミュニケーションを取り巻く
状況や場などに影響（王，2008）を受けやすい文
化であり，構成員が行動規範をすでに共有している
（池田，2010）ために，日本人の多くは相手がこち
らの意図を推し量ってくれることを前提としたコ
ミュニケーションをとる。一方で，中国人は自分の
考えをありのままに言い出し，明瞭な表現を用いる
（王，2003）。さらに医療者は患者や家族が直面し
ている状況に合わせたコミュニケーションを取る必
要がある（篠崎他，2015）。そのため，日本人の「察
する文化」からの相手の感情を推察した上での関わ
り，表現の曖昧さは来日した中国人看護師にとって
理解できないことが多いと考える。
　石原（2014）は来日した中国人看護師が，コミュ
ニケーション力不足のために満足のいく仕事ができ
ていないと感じていることを指摘している。また，
卜（2017）は，中国人看護師の滞在期間が長くな
るほど日本人との距離を感じることを明らかにした
が，このことは，滞在が長期になるほど日本人看護
師や患者との交流や日本の社会文化に触れる機会が
増えることで直面する文化的な問題が増えるからで
あると推察できる。文化的な問題に起因する周囲の
人々との距離感は，円滑なコミュニケーションを妨
げることから，患者や家族，協働する看護師や他の
医療者に与える影響は大きいものと推察される。中
国人看護師の多くは，日本における全人的看護を理
解したいと考えており（安部他，2010），患者によ
り良い看護実践を行うため，患者や医療従事者との

良好なコミュニケーション関係を築くことが大変重
要なことである。
3）受け入れ医療機関からの支援
　受け入れ医療機関からの支援体制に関しては，急
変の可能性の低い重症患者が少ない部署に配属する
という配慮が行われていた。急変時に飛び交う早口
での口頭指示の対応困難への配慮であると推察され
る。来日した中国人看護師の〈プリセプターシップ〉
については，日本人プリセプターは新人中国人看護
師の指導のうえで，文化の違いから思わぬ反応を受
け止めており中国人看護師が中国の看護大学で学ん
でいないことは何かという点について認識する必要
があると言われている（石原，2016）。指導にあた
る日本人看護師が来日した中国人看護師の背景に関
して理解を深める必要性がある。中国人看護師に対
する教育は，受け入れ医療機関に一任されているの
が現状である。管見のかぎり来日した中国人看護師
特有の問題解決のための教育の指針となるものは見
当たらなかった。
２．中国人看護師受け入れに関する今後の課題

　海外の教育機関において基礎看護学教育を受け看
護師免許を取得している看護師は，文化の影響を
受けない基礎的な看護技術を習得し，実践してい
る。しかし日本の医療機関で看護実践を行っていく
上で，文化的要素が含まれる患者のニーズに応え
ていくには「文化学習を軸とした文化調整が必要」
であると言われている（畠中他，2013）。World 
Health Organization（2010）は医療従事者の国境
を超えた移動に関し，「stakeholders should take 
measures to ensure that migrant health personnel 
enjoy opportunities and incentives to strengthen 
their professional education」「All migrant health 
personnel should be offered appropriate induction 
and orientation programmes」と外国人看護師を受
け入れる側が彼らを国内で教育を受けた看護師と同
等に扱うことと，適切な教育を提供することの重要
性を説いている。Moyceら（2015）は，外国から
来た看護師の支援について「Cultural Mentor」を
推奨しており，今後の中国人看護師の異文化適応を
支援するためには，基礎教育の違いや文化的差異を
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考慮する必要があると考えられる。来日した中国人
看護師が日本の看護師の役割をどのように認識して
いるのか，それに対して，どのような支援を必要と
しているのかを明らかにすることも重要である。

Ⅵ．結論
　本研究は，対象となる文献が7編と少なく，サン
プリングバイアスは否めない。
　中国人看護師の受け入れ事業は今後も拡大するこ
とが予想されているが，彼らがさまざまな困難点を
抱えながら看護実践に臨んでいる現状が明らかと
なった。看護実践における患者や協働他者とのコ
ミュニケーションはケアの質や看護師の意欲に関連
すると言われており，中国語を母語とする看護師に
とっては非常に高い障壁であると推察される。臨床
の現場で使用される専門分野特有の言語表現や，職
場での対人関係，患者のニードに織り込まれた文化
的背景に関する中国人看護師の学習支援体制の整備
や受け入れる側の文化理解が，中国人看護師の看護
実践の質を向上するために極めて重要である。
　また，来日した中国人看護師が，異なる日中の社
会背景において求められる看護の役割の違いをどの
ように認識しているかは本検討においては明らかに
ならなかった。来日した中国人看護師が看護の役割
に違いを感じるのであれば，彼らの支援においてそ
の違いを考慮する必要がある。今回の検討をもとに
更なる研究に寄与したい。
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